
（
委
員
会
審
査
状
況
）

み
な
さ
ん
か
ら
の

み
な
さ
ん
か
ら
の
陳
情
陳
情

み
な
さ
ん
か
ら
の

み
な
さ
ん
か
ら
の
陳
情
陳
情

み
な
さ
ん
か
ら
の
陳
情

正副議長へ答申 議会だよりと一緒に
配置されています

項　　　目 内　　　　　　　　容 取り組み状況
議員同士の活発な自由討議
の導入 委員会において、議員間の自由討議ができることとする １２月議会から実施

一般質問の質問方式（一問
一答方式）の導入

一括質問・一括答弁方式に加え、一問一答方式を導入し、議員は通告の
際にこれを選択して申し出ることとする １２月議会から実施

質問者席を設置し、対面式
で一般質問を行う

質問者席を設置して、執行部と対面する形ですべての一般質問を行うこ
ととする １２月議会から実施

一般質問通告日から質問日
までの日数の再考

質問内容をタイムリーなものとするため、通告日から質問日までの期間
をこれまでより短縮する 市執行部と協議

一般質問時に執行部への質
問確認権の付与

議員の質問に対して、その内容や趣旨を明確にするために、答弁をする
執行部に質問確認権を与える １２月議会から実施

会派代表質問を復活

・ 会派代表者質問を希望する会派は年１回３月定例会に行うこととする
・ 発言時間は３０分を限度とし、３人以上の会派は３人以上１人につき
５分を加え、最高６０分とする

・ 代表質問の実施順序は、最大会派から行い、会派人数が同数の場合は
議長の判断により決定する

平成２５年３月議会か
ら実施
※発言時間は最大４５
分となりました

常任委員会の強化 閉会中の所管事項調査について、委員会として積極的かつ計画的に取り
組むこととする

閉会中の所管事項調査
を１回以上行うことと
する

予算及び決算審査特別委員
会の常任委員会化

予算審査と決算審査を一本化した予算決算常任委員会を設置することと
する 市執行部と協議継続中

予算及び決算審査特別委員
会の質疑事前通告制の導入

質疑のあり方については、その場での質疑に加え、事前の質疑通告制も
取り入れることとする

平成２５年３月議会か
ら実施

議会活性化推進特別委員会第２次答申一覧

(11) 平成25年2月1日 おおたわら市  議会だより

災
害
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
特
別
委
員
会

陳
情
第
六
号

　

国
民
健
康
保
険
へ
の
国
庫
負
担

増
額
を
求
め
る
陳
情

（
平
成
二
十
四
年
九
月
提
出
）

（
提
出
者
）

　

宇
都
宮
市
宝
木
町
二
―一〇一七
―
八

　

栃
木
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

会
長　

大
根
田　

紳

（
民
生
常
任
委
員
会
審
査
状
況
）

　

本
件
に
つ
い
て
は
、
議
会
閉
会

中
の
十
月
十
五
日
に
委
員
会
を
開

催
し
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
陳
情
内
容
を
提
出
者
に

再
度
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
本
陳
情

趣
旨
に
つ
い
て
も
明
確
さ
を
欠
く

も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
の
補
助
金
の
大
幅
削

減
と
保
険
税
増
税
と
の
関
係
に
つ

い
て
も
、
国
は
、
国
保
財
政
基
盤

強
化
や
財
政
支
援
の
強
化
を
図
っ

て
お
り
、
公
費
全
体
で
の
負
担
割

合
は
維
持
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
補
助
金
削
減
と

保
険
税
増
税
は
別
の
問
題
で
あ
る

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
に
お
い
て
は
、
全
会
一
致

で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
活
性
化
推
進
特
別
委
員
会

で
は
、
印
南
委
員
長
及
び
藤
田
副

委
員
長
か
ら
正
副
議
長
へ
第
二
次

答
申
書
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

内
容
は
九
つ
の
項
目
に
つ
い
て
答

申
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
（
答

申
に
つ
い
て
は
下
表
の
と
お
り
）

公
民
館
ヘ
会
議
録
を
配
置

公
民
館
ヘ
会
議
録
を
配
置

公
民
館
ヘ
会
議
録
を
配
置

　

議
会
活
性
化
推
進
特
別
委
員
会

の
第
一
次
答
申
に
よ
り
、
各
地
区

公
民
館
へ
会
議
録
を
配
置
し
ま
し

た
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一 

中
央
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

（
茨
城
県
つ
く
ば
市
）

 

「
バ
イ
オ
マス
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
」

　

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
作
物
の
栽

培
か
ら
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
ま
で
幅
広
く
研
究
し

て
お
り
、
休
耕
田
や
耕
作
放
棄
地

の
再
生
や
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の

生
成
抽
出
な
ど
、
循
環
型
農
業
の

最
先
端
を
研
究
し
て
い
ま
し
た
。

二 

太
陽
光
発
電
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー

（
茨
城
県
つ
く
ば
市
）

 「
太
陽
光
発
電
につい
て
」

　

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
に
つ
い

て
、
各
メ
ー
カ
ー
の
太
陽
光
パ
ネ

ル
を
設
置
し
て
お
り
運
転
管
理

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
太
陽
光
発
電
の

多
面
的
な
評
価
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
発
電
効
率

の
向
上
や
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

に
至
る
ま
で
日
本
の
太
陽
光
発
電

に
関
す
る
最
先
端
の
技
術
開
発
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

三 

北
越
紀
州
製
紙
株
式
会
社

（
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
）

 

「
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
に
つい
て
」

　

建
設
廃
材
、
廃
パ
レ
ッ
ト
な
ど

を
関
東
近
郊
か
ら
搬
入
し
、
バ
イ

オ
マ
ス
燃
料
を
活
用
し
た
発
電
及

び
熱
利
用
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

し
た
。 十一

月
七
日
〜
八
日（
所
管
事
項
調
査
）

第
二
次
答
申
書
を
提
出

第
二
次
答
申
書
を
提
出

　

会
社
は
再
生
紙
の
製
紙
工
場
で

燃
や
し
た
熱
と
発
電
し
た
電
気
の

半
分
は
製
紙
工
場
で
利
用
し
、
残

り
の
余
剰
電
気
は
電
力
会
社
に
売

電
を
し
て
い
ま
し
た
。

開
か
れ
た
議
会
に
向
け
て

第
二
次
答
申
書
を
提
出


